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東
日
本
大
震
災
が
発
す
る
私
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
般
の
東
日
本
大
震
災
に
つ

い
て
、
私
は
被
災
を
さ
れ
た

方
々
に
対
し
て
は
只
々
一
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
と
生
活
再
建

を
お
祈
り
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
同
時
に
今
回
の
震
災

か
ら
日
本
社
会
に
対
す
る
大
き

な
警
鐘
と
問
題
提
起
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
大
震
災
、
津
波
、
原
発

災
害
か
ら
発
信
さ
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
は
、
効
率
を
優
先
し

た
経
済
構
造
、
企
業
活
動
が
生

み
出
し
た
日
本
社
会
の
現
状
と

脆
弱
点
と
し
て
、
都
会
へ
の
人

口
の
集
中
、
少
子
・
高
齢
・
過

疎
、
人
口
減
少
社
会
へ
の
突
入

を
生
み
出
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

は
じ
め
と
し
た
大
量
消
費
社
会

が
安
全
性
を
置
き
去
り
に
し
た

原
発
依
存
社
会
を
推
進
さ
せ
た

と
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
活
動
の
理
念
、
社
会
へ

の
貢
献
を
通
し
て
、
地
域
が
生

き
生
き
と
活
力
に
溢
れ
、
自
然

と
共
生
し
た
国
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
県
民
の
み
な
さ
ま
と

共
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

第
３
１
１
回
兵
庫
県
議
会

　

第
３
１
１
回
兵
庫
県
議
会
は
、
平
成
23
年
９
月
22
日
か
ら
10
月

26
日
ま
で
の
35
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
提
案
の
「
兵
庫
県
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
条
例
案
件
９
件
、「
平
成
23

年
度
兵
庫
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
事
案
決
議
案
件
23
件
、

先
決
処
分
の
承
認
案
件
１
件
、
教
育
委
員
会
委
員
選
任
等
の
人
事

案
件
３
件
の
計
36
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
補
正
予
算
：
円
高
対
策
や
、
台
風
被
害
対
策
に

計
２
０
２
億
２
，
８
０
０
万
円

①
台
風
第
12
号
災
害
に
係
る
緊
急
対
策１

０
８
億
１
，
３
０
０
万
円

②
台
風
第
15
号
災
害
に
係
る
緊
急
対
策

５
０
億
５
，
７
０
０
万
円

③
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
緊
急
対
策

３
６
億
５
，
０
０
０
万
円

④
円
高
等
を
踏
ま
え
た
経
済
対
策　
　
　
　
　

５
，
３
０
０
万
円

⑤
県
民
生
活
の
安
全
安
心
対
策　
　
　
　

１
億
１
，
８
０
０
万
円

　
　

シ
カ
被
害
対
策
や
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
調
査
な
ど
の
環

境
対
策
や
生
食
用
食
肉
の
衛
生
確
保
対
策
な
ど
の
食
の
安
全
安

心
対
策

⑥
障
が
い
者
等
の
生
活
支
援
対
策　
　
　

１
億
４
，
０
０
０
万
円

⑦
そ
の
他
の
対
策　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
９
，
７
０
０
万
円

　
　

国
出
先
機
関
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
等
に
係

る
関
西
広
域
連
合
へ
の
分
担
金
や
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
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◆
兵
庫
県
で
は
２
月
議
会
で

　
　

３
つ
の
条
例
化
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

国
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
や
消

費
税
な
ど
の
重
要
案
件
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
で
は
総

合
治
水
条
例
、
受
動
喫
煙
防
止
条
例
、
高
校
通
学
区
域
見
直
し

が
２
月
議
会
提
案
に
向
け
て
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

１
．
洪
水
被
害
か
ら
『
町
』
を
守
る
総
合
治
水
条
例

　

９
月
の
台
風
12
号
、
15
号
に

よ
る
豪
雨
で
、
神
崎
郡
で
は
特

に
神
河
町
越
知
川
水
系
、
市
川

町
岡
部
川
水
系
、
福
崎
町
七
種

川
水
系
、
そ
し
て
福
崎
町
の
福

崎
・
田
原
地
区
等
々
で
床
下
浸

水
な
ど
の
多
く
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
災
害
の
発
生
を
防

止
す
る
に
は
、
河
川
の
計
画
的

な
改
修
や
堆
積
土
砂
の
浚
渫
、

さ
ら
に
は
地
域
全
体
の
雨
水
排

水
路
の
確
保
や
流
出
抑
制
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
の
河
川
改

修
工
事
は
河
口
部
が
優
先
さ
れ

中
上
流
部
区
域
の
整
備
は
遅
々

と
し
て
進
ん
で
い
な
い
だ
け
で

な
く
、
ま
た
、
こ
の
改
良
計
画

は
１
／

30
年
確
率
で
あ
り
今
回

の
雨
量
は
そ
の
確
率
を
大
き
く

上
回
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
県
で
は
こ
う
し
た
洪

水
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
ま
た

従
来
の
河
川
整
備
に
よ
る
対
策

で
は
限
界
が
あ
る
と
し
て
①
河

床
の
掘
削
や
堤
防
強
化
な
ど
の

「
河
川
・
下
水
道
対
策
」
②
山

の
管
理
や
遊
水
地
（
池
）
の
確

保
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
流
域

の
貯
水
機
能
を
確
保
す
る
「
流

域
対
策
」
③
災
害
時
の
避
難
対

策
な
ど
の
「
減
災
対
策
」
を
柱

と
し
た
「
県
総
合
治
水
条
例

（
仮
称
）」
の
制
定
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
都
道
府
県
単
位
で
は

　

受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
骨
子

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条

例
は
禁
煙
を
強
制
す
る
も
の
で

は
な
く
、
不
特
定
ま
た
は
多
数

の
人
が
利
用
す
る
施
設
に
お
け

る
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
や
子

供
の
健
康
を
守
る
た
め
の
も
の

で
、
そ
の
趣
旨
に
人
口
の
23
・

４
％
（
男
性
38
・
２
％
、
女
性

10
・
９
％
）
と
言
わ
れ
る
喫
煙

者
や
対
象
と
な
る
施
設
も
異
論

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
肺
が
ん（
６
６
・
８
４
９

人
）、
虚
血
性
心
疾
患
（
７
６
・

５
８
２
人
）
で
年
間
死
亡
者
数

が
１
４
３
，
４
３
１
人
に
も
及

ぶ
と
さ
れ
る
デ
ー
タ
ー
も
あ

り
、
禁
煙
や
迷
惑
を
か
け
な
い

た
め
の
防
止
対
策
は
社
会
全
体

で
取
り
組
む
課
題
で
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
飲
食
店
や
喫
茶

店
、
理
・
美
容
院
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
か
ら
の
強
い
反
発

も
あ
り
ま
す
。
医
師
や
大
学
教

授
を
は
じ
め
と
す
る
「
兵
庫
県

受
動
喫
煙
防
止
対
策
検
討
委
員

会
」の
報
告
書
は
、「
禁
煙
条
例
」

で
は
な
い
か
と
い
う
ほ
ど
の
厳

し
い
内
容
で
し
た
が
、
多
く
の

方
々
の
意
見
や
議
会
各
会
派
の

多
く
の
意
見
の
な
か
か
ら
、
一

定
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
内
容
と

２
．
マ
ナ
ー
が
大
切
「
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」

な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
の
飲
食
店
や
喫
茶

店
、
理
・
美
容
院
（
75
㎡
以
下

…
最
終
案
で
は
さ
ら
に
緩
和

も
！
）
な
ど
に
お
い
て
は
、
喫

煙
、
分
煙
（
時
間
分
煙
含
む
）、

禁
煙
な
ど
の
ポ
リ
シ
ー
表
示

（
店
頭
表
示
）
を
す
る
こ
と
で

利
用
者
の
選
択
に
任
せ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
民
間
施

設
で
の
会
議
室
や
飲
食
店
等
に

お
け
る
貸
切
の
宴
会
場
な
ど
は

例
外
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
主

催
者
や
参
加
者
の
受
動
喫
煙
防

止
に
関
す
る
意
識
や
マ
ナ
ー
の

問
題
と
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も

喫
煙
者
は
マ
ナ
ー
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
自
分
の
健
康
に
も
留

意
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で

す
。

３
．
高
校
通
学
区
域
見
直
し
か
ら
考
え
る
事

　
「
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い

選
択
肢
の
観
点
か
ら
、
現
在
の

16
学
区
を
見
直
し
、
通
学
区
域

を
広
げ
る
方
向
で
検
討
を
進

め
る
。」
と
し
て
、
平
成
21
年

度
か
ら
「
兵
庫
県
通
学
区
域
検

全
国
初
の
条
例
化
で
す
が
ハ
ー

ド
面
で
の
対
策
に
は
限
界
が
あ

り
、
地
元
・
地
域
の
協
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
地
元
か
ら
河
川

や
山
を
守
る
会
や
協
議
会
の
立

ち
上
げ
と
活
動
の
取
組
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

六法全書
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⑴
多
自
然
地
域
の
活
性
化
と
自

立
を
促
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

多
自
然
地
域
の
活
性
化
は

　
　

地
域
自
ら
が
知
恵
と
工
夫

を
凝
ら
し
、
豊
か
で
多
様
な
自

然
や
農
と
い
っ
た
資
源
を
活
か

し
た
自
主
的
・
主
体
的
な
取
り

組
み
が
重
要
で
、
県
は
そ
の
支

援
や
仕
掛
け
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
　

多
自
然
地
域
の
良
さ
を
生

　
　

か
し
た
主
体
的
な
取
り
組

み
を
活
発
化
す
る
た
め
、
地
域

再
生
大
作
戦
や
地
域
の
夢
推
進

事
業
な
ど
支
援
の
枠
組
み
を
用

意
し
、
こ
の
利
用
で
住
民
が
主

体
的
な
活
動
を
展
開

さ
れ
る
よ
う
応
援
す

る
。

⑵
参
画
と
協
働
の
推

　

進
に
つ
い
て

　
　

今
後
の
「
新
し

　
　

い
公
共
」
の
充

実
に
向
け
て
、
地

産
・
地
消
及
び
地
域

循
環
型
経
済
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再

構
築
す
る
視
点
が
必

要
だ
。
平
成
15
年
４

月
に
施
行
し
た
「
参

◆
一
般
質
問
（
９
月
30
日
）
を
行
い
ま
し
た

要
約
版
…
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

http://w
w
w
.kanzaki-gun.org

Ａ

Ｑ

Ｑ

１
．
井
戸
県
政
10
年
の
取
り
組
み
と
今
後
に
つ
い
て

画
と
協
働
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」
の
実
効
性
や
推
進
状
況
の

検
証
を
ど
う
進
め
て
き
た
の

か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な

社
会
像
を
描
い
て
参
画
と
協
働

に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
の
か
。

　
　

県
民
に
よ
る
主
体
的
な
地

　
　

域
で
の
実
践
活
動
は
着
実

に
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
他
の
多

様
な
主
体
と
の
連
携
強
化
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
人
と
人
の

つ
な
が
り
で
自
立
と
安
心
を
育

み
、
個
性
を
生
か
し
た
地
域
の

自
立
と
地
域
間
連
携
に
よ
っ
て

活
力
を
生
み
出
す
兵
庫
を
目
指

す
必
要
が
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大

学
、
福
祉
・
医
療
関
係
機
関
な

ど
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、

中
間
支
援
組
織
や
企
業
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
つ
つ

情
報
の
共
有
化
を
進
め
、
多
様

な
主
体
と
手
を
携
え
て
元
気
な

地
域
づ
く
り
に
取
組
む
。

⑶
21
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

　

の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　

今
年
６
月
に
示
さ
れ
た
21

　
　

世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

の
改
訂
版
素
案
に
つ
い
て
、
人

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
こ
れ

ま
で
10
回
の
委
員
会
を
開
催
し

て
中
間
ま
と
め
（
素
案
）
を
行

い
、
地
域
説
明
会
・
意
見
交
換

会
を
開
催
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ッ
ト
）
を
経
て
、
11
月
末

に
最
終
報
告
を
行
う
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

素
案
で
は
16
の
学
区
を
５
学

区
と
し
、
こ
の
神
崎
郡
で
は
姫

路
・
福
崎
学
区
と
西
播
学
区
を

１
つ
の
学
区
（
播
磨
西
学
区
）

と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

東
大
を
始
め
と
す
る
エ
リ
ー

ト
大
学
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
の

強
豪
大
学
を
め
ざ
す
生
徒
に

と
っ
て
は
、
選
択
肢
が
増
え
る

こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
通
学
が
遠
距
離
と
な

り
経
済
的
負
担
と
な
る
、
あ
る

い
は
、
高
校
の
序
列
化
を
強
め

る
こ
と
と
な
る
な
ど
心
配
す
る

意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
姫
路
・
福
崎
学
区
で
は

姫
路
西
校
が
あ
り
、
西
播
学
区

で
は
龍
野
高
校
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
の
学
区
と
な
れ
ば
、
今
ま

で
龍
野
高
校
を
め
ざ
し
て
い
た

中
か
ら
も
姫
路
西
高
校
を
め
ざ

す
生
徒
が
お
そ
ら
く
増
加
す
る

で
し
ょ
う
。
姫
路
西
か
ら
龍
野

の
ケ
ー
ス
は
少
な
い
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
神
崎
郡
で
は
今
ま
で

な
ら
姫
路
西
を
選
択
し
て
い
た

も
の
を
、
姫
路
東
や
有
名
私
立

高
校
へ
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
ら
れ
ま
す
。

　

選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
結

果
的
に
は
競
争
も
激
化
さ
せ
る

こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
現
在

は
自
由
競
争
社
会
で
も
あ
り
、

適
度
な
競
争
に
勝
ち
き
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
ま
た

一
方
で
教
育
の
保
障
も
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

大
阪
都
構
想
を
は
じ
め
と
す
る

橋
下
徹
氏
の
提
唱
す
る
議
論
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
国
で
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
も
あ
り
ま

す
。二
者
択
一
の
議
論
で
な
く
、

現
状
の
多
く
の
課
題
を
解
決
す

る
議
論
を
行
う
べ
き
点
で
通
学

区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

ＡＱ
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市
町
や
民
間
病
院
、
医
師
会
等

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
各
医
療

分
野
に
つ
い
て
県
内
全
体
を
均

衡
あ
る
体
制
整
備
に
努
め
て
い

く
。

⑵
事
業
採
択
の
透
明
性
確
保
が

　

必
要

　
　

下
滝
野
市
川
線
「
釜
坂
ト

　
　

ン
ネ
ル
」
な
ど
は
当
面
の

事
業
着
手
が
見
合
わ
さ
れ
る
な

ど
、
事
業
化
に
慎
重
姿
勢
が
伺

え
た
事
例
も
あ
る
。「
選
択
と

集
中
」
に
よ
る
道
路
整
備
事
業

の
採
択
は
透
明
性
と
公
平
性
の

確
保
が
肝
要
だ
。

　
　

約
70
箇
所
に
つ
い
て
は
交

　
　

通
量
が
少
な
い
な
ど
他
の

箇
所
に
比
べ
て
優
先
度
が
低
い

こ
と
か
ら
当
面
着
手
を
見
合
わ

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
今

後
と
も
地
域
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

上
で
、
事
業
採
択
プ
ロ
セ
ス
や

整
備
効
果
の
周
知
を
充
実
し
て

透
明
性
・
公
平
性
を
確
保
す
る
。

　
　

平
成
25
年
を
目
途
と
し
た

　
　

兵
庫
県
立
大
学
の
公
立
大

学
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、

財
政
悪
化
を
理
由
に
大
幅
な
予

算
削
減
が
行
わ
れ
る
な
ど
教
育

や
研
究
に
影
響
が
生
じ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
教
員
の
意
見

が
大
学
運
営
に
反
映
さ
れ
に
く

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
の
声
も
あ
る
。

　
　

移
行
に
あ
た
り
、
法
人
組

　
　

織
や
運
営
費
交
付
金
等
の

具
体
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て
、

本
年
度
中
を
目
途
に
大
学
と
検

討
を
進
め
て
い
く
。
法
人
化
は

大
学
の
自
律
性
を
高
め
、
学
生

や
地
域
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
大

学
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が

目
的
で
、
県
立
大
学
が
県
政
と

の
密
接
な
連
携
の
も
と
、地
域
・

社
会
に
よ
り
一
層
貢
献
す
る
大

学
と
な
る
よ
う
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
。

３
．
兵
庫
県
立
大
の
公
立
大
学
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て

Ａ

ＱＡ Ｑ

皆さまの県政に対するご意見をお聞かせください。
　たくさんのご意見をお待ちしています。事務所へもお気軽にお立ち寄りください。

《連絡先》　上野ひでかず事務所
　　　　　　〒 679-2204　神崎郡福崎町西田原 1253-2 Ｆ
　　　　　　TEL/FAX（0790）22 － 6805　　E-mail/kanzaki-gun ＠ coda.con.ne.jp

⑴
医
療
格
差
の
解
消
を
早
急
に

　
　

中
播
磨
地
域
で
は
特
に
３

　
　

次
救
急
に
つ
い
て
、
県
立

姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
が
主

に
循
環
器
疾
患
、
脳
卒
中
を
中

心
に
対
応
し
て
い
る
が
、
重
症

外
傷
患
者
等
の
受
け
入
れ
体
制

が
不
十
分
で
医
療
機
関
相
互
の

連
携
も
含
め
、
早
急
な
体
制
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

救
急
医
療
は
中
・
西
播
磨
、

　
　

阪
神
の
よ
う
に
機
能
強
化

が
必
要
な
地
域
が
あ
り
、
そ
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
周

産
期
医
療
は
各
圏
域
に
整
備
し

た
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
を
機
能
強
化
し
、
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
を
各
２
次
医

療
圏
域
に
１
カ
所
以
上
、
計
22

カ
所
選
定
し
て
い
る
。
今
後
も

２
．
地
域
格
差
の
解
消
と
社
会
基
盤
整
備
の

適
切
な
実
施
に
つ
い
て

Ｑ

Ａ

口
減
少
や
多
自
然
地
域
の
集
落

衰
退
、
森
林
の
荒
廃
な
ど
の
課

題
に
公
民
協
働
の
取
り
組
み
が

必
要
で
、
地
域
活
性
の
起
爆
剤

と
な
る
施
策
を
打
ち
出
し
な
が

ら
、
将
来
不
安
の
解
消
や
未
来

に
希
望
が
持
て
る
本
県
の
シ
ナ

リ
オ
を
県
民
に
示
す
こ
と
が
重

要
だ
。

　
　

①
多
様
な
人
と
地
域
を
兵

　
　

庫
の
財
産
と
し
て
捉
え
、

こ
れ
を
守
り
・
生
か
す
、
②
そ

の
た
め
に
、
人
や
地
域
が
絆
の

中
で
支
え
、
支
え
ら
れ
な
が
ら

自
立
し
て
い
く
、
と
い
う
基
本

的
な
考
え
方
の
も
と
、
県
民
生

活
に
即
し
た
将
来
の
姿
を
描

き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
戦
略

的
な
シ
ナ
リ
オ
を
12
ほ
ど
用
意

し
、
多
彩
で
主
体
的
な
活
動
が

広
が
り
、
地
域
の
豊
か
さ
や
多

様
性
を
生
か
し
た
創
造
的
な
自

立
と
連
携
の
舞
台
と
な
る
兵
庫

の
実
現
を
め
ざ
す
。

Ａ
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東 奔 西 走（活動日誌）
13 日 議員団幹事会、総会：神戸　／　近畿生コン圧送労働組合要望会：神戸
14 日 市川町甘地地区区長会県政課題意見交換会：市川町
15 日 6 月議会（初日）、議員団幹事会・総会
16 日 6 月議会（２日）、議員団幹事会・総会、常任委員会正副委員長会議：神戸
18 日 宮野区役員会：神河町
19 日 福崎町水防訓練：福崎町、神崎郡ソフトボール大会：神河町
21 日 6 月議会（３日、代表質問）、議員団幹事会・総会：神戸

22 日
ホタルの里の会：神河町
6 月議会（４日、一般質問）、議員団幹事会・総会：神戸

23 日 6 月議会（５日、一般質問）、議員団幹事会・総会：神戸
24 日 産業労働常任委員会、議員団総会：神戸
25 日 神河町民ゴルフ大会：神河町
26 日 神崎郡消防操法大会：福崎町
27 日 議員団幹事会当番：神戸
28 日 6 月議会（最終日）、議員団幹事会・総会：神戸

7 月 6 ～ 7 日 議員団管内調査　播州織工房、神出学園、福良港津波防災ステーション、メガワットソーラー：北播・東播・淡路地区
8 日 議員団幹事会当番：神戸

10 ～ 11 日 連合兵庫政策研究集会（議員団の活動・基本政策を講演）：南あわじ市
11 日 公明党幹事団との意見交換会：神戸

12 ～ 14 日 議員団管外調査、熊本動物愛護センター、再春館製薬、高千穂幼稚園、（福岡水素センター、福岡市役所）：熊本・福岡
14 日 中播磨地域づくり懇話会：姫路
15 日 産業労働常任委員会、議員団幹事会・総会、土地改良団体連合会との意見交換会：神戸
19 日 福崎町西谷区現地調査、福崎町副町長・地域振興課長との 23 年度事業打合せ：福崎町

21 ～ 22 日 産業労働常任委員会管内調査：阪神北・南県民局管内
25 日 議員団幹事会：神戸
27 日 議員団幹事会当番：神戸、中播磨地域夢会議：姫路
28 日 文教常任委員会管内調査：姫路
29 日 県民局・神河町との意見交換会：神河町
30 日 ひまわり荘開設 20 周年記念大会・夏祭り：市川町

8 月 1 日 神崎郡人権・同和教育研究集会：福崎町西中
2 日 市川町長選挙告示
3 日 議員団幹事会当番：神戸
5 日 鈴の森夏祭り：福崎町
7 日 市川町長選挙投開票
8 日 議員団幹事会：神戸

9 ～ 10 日 各部局政務調査会：神戸
16 日 産業労働常任委員会、議員団幹事会・総会：神戸
18 日 議員団幹事会当番：神戸
19 日 福崎土木事業所との 23 年度事業打合せ：福崎、総務常任委員会：姫路総合庁舎
23 日 議員団幹事会・総会、政務調査会（再生・代替エネルギー）：神戸

24 ～ 26 日 産業労働常任委員会管内調査　但馬・丹波県民局管内
27 日 ふくさきクラブ杯（西播磨少年ソフトボール）、播州段音頭大会：西播磨文化会館
28 日 神崎郡剣道協会：福崎町　
29 日 議員団幹事会当番：神戸
30 日 一旬会勉強会：姫路キャッスルホテル

9 月 5 ～ 7 日 産業労働常任委員会館外調査：敦賀原発、長浜市観光協会、トヨタ本社、工場、科学館　／　愛知県議会
9 日 県議会常任委員会テレビ報告収録：神戸

10 日 いちかわ園ふれあい感謝のつどい：市川町
12 日 議員団幹事会当番、受動喫煙防止条例当局申し入れ：神戸
13 日 福崎町近隣市町親善ゲートボール大会：福崎町
14 日 知事に対する平成 23 年度重要政策提言、記者発表、議員団幹事会：神戸　／　県民局と市川町との意見交換会：市川町
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15 日 産業労働常任委員会、議員団幹事会・総会、政務調査会：神戸　／　神河町越知川の被災
についての状況確認について：神戸　／　山田区長、町議、河川課、福崎土木、小田県議、

16 日 信号の点灯記念式典：神河町
17 日 神崎郡ソフトボール大会：福崎町、神河中運動会：神河町
21 日 議員団幹事会当番：神戸
22 日 9 月議会（初日）、議員団幹事会・総会：神戸
23 日 福崎小、川上小、寺前小運動会
24 日 交通安全県民大会：神戸、一旬会勉強会：姫路キャッスルホテル
27 日 議員団平成 23 年度重要政策提言：中播磨県民局　／　平成 24 年度西播磨市町長会からの要望会：姫路
28 日 9 月議会（2 日、代表質問）、議員団幹事会・総会：神戸
29 日 9 月議会（3 日、一般質問）：神戸
30 日 9 月議会（4 日、一般質問）：神戸、上野議員質問

10 月 1 日 宮野区役委員会：神河町
2 日 人情劇「銀の馬車道」公演：神河町
3 日 9 月議会（5 日、一般質問）、決算特別委員会、議員団幹事会・総会：神戸

4 ～ 25 日 決算特別委員会：神戸
4 日 産業労働常任委員会：神戸
6 日 9 月議会（5 日、表決）、議員団幹事会・総会：神戸

11 日 ㈱アールミナールの件について、町長、新野区長、商工会、岸口県議：神河町　／　桜区長と打合せ：福崎町
12 日 福田、長野、桜、板坂区長外意見交換会：福崎町
13 日 議員団幹事会当番：神戸
14 日 神崎小学校問題、神河副町長、財政・教育課長、県学事課：神戸
15 日 地域安全神崎郡民大会：市川町
18 日 受動喫煙防止条例当局ヒヤリング、決算総括質疑打ち合わせ：神戸
19 日 議員団幹事会当番：神戸
21 日 決算総括質疑：神戸
22 日 ススキ祭り：神河町
24 日 一旬会：姫路
26 日 9 月議会（最終日、表決）、議員団幹事会・総会：神戸
27 日 産業労働常任委員会：神戸
28 日 中播磨地区友愛運動会：神河町
29 日 創価学会大城支部大会：神河町
31 日 議員団幹事会当番：神戸　／　ものづくり大学開校記念播磨ものづくり技術ネットワーク協議会設立総会：姫路

11 月 2 日 議員団幹事会・総会：神戸
4 日 宮野区役員会：神河町
5 日 市川町民ゴルフコンペ：市川町
6 日 西播磨地域広域防災総合訓練：神河町
７日 福崎小学校県庁見学会、新生兵庫の会講演会：神戸
８日 墓播磨農業改良普及所との打合せ、連合区長会講演会：福崎町
10 日 人権・同和教育実践発表会：福崎小学校
11 日 第 59 回兵庫県更生保護大会：市川町
12 日 播但 7 町ふるさとふれあいゴルフコンペ：生野町
13 日 第 40 回記念福崎町詩舞道大会：福崎町
14 日 平成 23 年度当初予算知事申入れ行動：神戸
15 日 中播磨地区老人クラブ親善グランドゴルフ大会：福崎町
16 日 産業労働常任委員会、ひょうご仕事と生活のバランス企業表彰式：神戸
18 日 福崎町福崎地区区長会要望、福崎町民の集い：福崎町
19 日 自治体議員団会議（ＮＰＯ法改正学習会）：神戸
20 日 神崎・福寿学園老人大学祭：福崎町、自然薯祭り：神河町
21 日 八千種小学校県庁見学会：神戸
22 日 議員団幹事会当番、消費者生活フォーラム：神戸
23 日 神崎郡総合女子ソフトボール大会：神河町
24 日 連合姫路定期大会：姫路
25 日 議員団幹事会・総会、青の運動公苑判決についての当局ヒヤリング：神戸
27 日 中・西播磨地区精神保健福祉研修会：福崎町
28 日 県道神宍粟線改良促進議員協議会要望会：姫路市

29 ～ 30 日 議員団班別管外調査：神奈川・千葉県


